
け
い

質
問
一

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
３
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

と
状
況
は
。

二

新
た
な
対
象
者
と
現
在
の
対
象
者

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２３
年
度
の
接

け
い

種
率
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
６５
・
８
㌫
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
３３
・

３
㌫
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

４０
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

３
ワ
ク
チ
ン
と
も
予
防
接
種
法
に
基

づ
か
な
い
任
意
の
予
防
接
種
で
あ
る
が
、

本
市
の
接
種
率
の
状
況
は
、
国
、
県
と

ほ
ぼ
同
様
の
数
値
で
あ
る
。

け
い

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
今

年
に
入
っ
て
接
種
率
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
。
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
乳
児
期
の

早
い
段
階
か
ら
の
接
種
が
重
要
で
あ
る
。

二

３
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
対
象
者

に
は
、
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
を
活
用
し
て
周
知
と
接
種

の
勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。

現
在
、
国
で
は
、
２５
年
度
か
ら
３
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
向
け
、
必
要

な
財
源
の
確
保
や
接
種
方
法
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
今

後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、
適
正
な
対

応
を
図
っ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

公
園
遊
具
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

質
問
一

脱
原
発
を
目
指
す
首
長
会
議

へ
の
市
長
の
参
加
は
。

二

原
発
推
進
費
ま
で
上
乗
せ
し
た
電

気
料
金
値
上
げ
に
中
止
要
請
を
。

三

放
射
能
の
市
民
食
品
測
定
所
の
設

置
に
つ
い
て
。

四

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
施
設
へ

の
逆
浸
透
膜
浄
水
器
の
設
置
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

脱
原
発
を
目
指
す

首
長
会
議
に
参
加
す
る
予
定
は
な
い
。

二

全
国
市
長
会
関
東
支
部
長
を
通
じ

て
、
国
に
電
気
料
金
値
上
げ
等
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
内
容
は
、
中

・
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
期
に
明
確
に
示
す
と
と
も
に
国

民
に
対
し
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
、
東
京
電
力
が
経
営
合
理
化
の
一

層
の
推
進
を
行
わ
な
い
限
り
決
し
て
値

上
げ
を
認
可
し
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

三

食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査
は
、

都
道
府
県
等
の
ほ
か
、
流
通
業
者
が
独

自
に
実
施
し
て
い
る
。
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
対
策
を
継
続
し
て

い
く
の
で
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

四
（
教
育
委
員
長
）

水
道
水
は
、
坂

戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
か
ら
の
給
水

段
階
で
十
分
な
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

下
新
田
第
二
自
治
会
ト
イ
レ
の
設

置
と
通
学
路
の
安
全
対
策
は

二

介
護
保
険
の
生
活
援
助
の
時
間
短

縮
で
の
実
態
は

中央図書館の太陽光パネル

�
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
助
成

国
の
動
向
を
見
て
適
正
に
対
応
す
る

松
尾

孝
彦

議
員

松村 和子 議員

未来を守ろう原発ゼロの日本を

国はエネルギー政策を明確に

つるがしま市議会だより第１５９号 〔８〕


